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会員からの投稿 

 

最近の研究成果 

松本 剛（南イリノイ大学博士課程） 
●「宗教の考古学」の実践 

今から半世紀ほど前、英国の考古学者クリストファー・

ホークスが Wenner-Gren Supper Conference にて、「考古

学データの解釈は、社会のどの側面を扱うかによって、難

しさの度合いが異なる」と主張しました。後に“推論のは

しご (Ladder of Inference) ”と呼ばれるものです。ホ

ークスは物理法則が適用しやすいテクノロジーを最下層

に、経済や社会・政治組織を中段に、イデオロギーや宗教

的信仰をもっとも難易度が高いものとして最上段に置き

ました。ところが、直感的で、一見もっともらしく見える

この考え方は、宗教的なテーマの考古学研究に対する悲観

的な先入観をもたらし、その発展を妨げる原因の一つとな

りました。現在、執筆準備中の私の博士論文の主な目的は、

このホークスのモデルに反し、宗教の考古学を実践するこ

とにあります。 

私が研究対象として選んだのは、ペルー北海岸のシカン

遺跡です。ヘケテペケ谷河口近くにあるパカトナムーと並

んで、北部北海岸における一大宗教遺跡として知られてい

ます。これまでシカンの宗教の解釈は、カウフマン・ドイ

グの論考に代表されるように、図像やエスノヒストリーへ

の偏重が目立ちます。つまり、様々なメディアに描かれる

シカン神 / 王をカベヨ・バルボアが16世紀に記述した『ナ

イムラップ伝説』に登場する王朝の創始者と結び付け、そ

の伝説の王への崇拝がシカン宗教の中心にあると考えら

れてきました。こうした一連の議論において考古学データ

が軽視される傾向があることに疑問を持った私は、行動考

古学の視点に立ち、儀礼行為の痕跡そのものから、その意

味を探ろうと考えています。 

指導教官である島田泉（南イリノイ大学人類学科）率い

るシカン文化学術調査団（PAS）のメンバーとして 2006

および 2008 年の発掘調査に参加し、シカン遺跡の主要建

築のひとつであるワカ・ロロの西側墓地と、ワカ・ロロを

含む四つの祭祀建築によって囲まれた大広場の一画を発

掘しました。西側墓地からは二つの大きな墳墓とそれを取

り囲むようにして作られた埋葬が出土し、埋葬完了後も約

500 年に渡って定期的断続的に儀礼活動が行われた痕跡

が見つかりました (Shimada, et al. 2007) 。ポーニャ（ア

ルガロボの落葉落枝）やトウモロコシ、織物などを燃やし

た跡や、壺型の土器を埋めたもの、アドベで縁取られた竈、

地面に掘られた炉、完全に解体されたクイやピューマの骨

群など、儀礼様式はバラエティに富んでいました。これら

の儀礼跡が見つかった居住層が分厚い河成堆積物に挟ま

れていたことは、儀礼と水との強い関連性を想起させます。

また、大広場からは三メートル四方の大きな炉を伴う饗宴

跡や儀礼用水路、（西側墓地と同様の）燃焼儀礼跡などが

見つかりました。儀礼用水路の存在と、その流れが通常の

用水路のそれとは逆（ワカから川へ）であったことにより、

ここでもまた儀礼活動と水の関係性が見て取れます。さら

に特筆すべきは、饗宴エリアでは調理だけでなく、工芸品

製作、ファルド（遺体の織物包み）の包み直しなど、複数

の活動が同時期に行われていた可能性があるという点で

す。祖先崇拝の存在はこれまで埋葬と追悼儀礼の空間的な

関連性によって主張されることが多かったのですが、追悼

儀礼は必ずしも埋葬場所だけでなく、空間的に離れた場所

で行われることがあるということを証明できました。また

逆に、埋葬との空間的な関連性があっても、それが祖先崇

拝儀礼であるとは限りません。埋葬後にワカ・ロロ周辺お

よび大広場で行われた燃焼儀礼跡は、中期シカン期の埋葬

よりも、洪水のような自然現象との関連性を強く示してい

ます。 

以上の発掘データをもとに、三月下旬にミシガン大学に

て 開 催 さ れ た Midwest Conference on Andean and 

Amazonian Archaeology and Ethnohistory にて、理論中

心の論文を一本 (Matsumoto 2009a) 、4 月下旬にアトラ

ンタで開催された Society for American Archaeology の

年次大会にて、方法論を中心とした論文をもう一本 

(Matsumoto 2009d) 発表しました。これら二つは一つの論

文にまとめられ、年内にペルーで出版されるシカンに関す

る論文集に収録される予定ですので、上記発掘結果の詳細

についてご関心のある方はそちらをご参照ください 

(Matsumoto in press-a) 。また、7 月中旬から上野・科

学博物館にて開催されている『特別展 インカ帝国のルー

ツ 黄金の都シカン』のカタログにも拙文を収録していた

だいております (Matsumoto in press-b) 。 

 

●地理情報システムの考古学的応用 

1980 年代の前半にはじめて考古学に応用された地理情

報システム（GIS）は、次世代を担う考古学者たちの間で

はすでに基本ツールのひとつとして認知されはじめてい

ます。私はこの画期的な研究ツールの考古学的応用を「宗

教の考古学」と並行して、私のキャリアの重要な柱の一つ

と考えています。今から 6年前に修士論文の中心的なテー

マとして取りあげて以来、フォトグラメトリーを使ったデ
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ジタル遺跡地図の製作 (Matsumoto 2005) や最適経路選択

モジュールのアルゴリズム検証のための歩行実験などに

携わってきました (Kondo, et al. 2008a, b; Matsumoto 

2008a) 。修士論文では、GIS 応用における理論と実践の

ギャップに焦点をあて、その内容を 2005 年の秋にカナダ

のカルガリー大学で開催されたChacmool Conferenceで発

表したところ、運よく出版用論文として採用されるに至り

ました (Matsumoto 2009b) 。 

現在もっとも力を入れているのは、(1) GIS 応用を考古

学理論の一部として位置付けることによって、研究ツール

としてのゆるぎない地位を確立するとともに (Matsumoto 

2008b) 、(2) 考古学者の誰もが使えるツールとして普及

させることに貢献すること、さらにはそのためのトレーニ

ングシステムを構築することです (Matsumoto 2007, 

2009c) 。(1) に関しては下地が整いつつありますが、一

部の研究者にとって、GIS の利用はまだまだ敷居が高いよ

うです。地理学科にて GIS 関連の講座を受講した学生でさ

え、実際に地理・考古学データを目の前にしたとき、それ

らをどう処理してよいか分からないことが少なくありま

せん。こういった問題を解決するためには、「考古学者の

ための GIS 教育」が必要になることは言うまでもありませ

ん。現在、南イリノイ大学人類学科およびサウスイース

ト・ミズーリ州立大学外国語・人類学科にて新講座開設の

準備を進めています。 
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『古代アメリカ』の原稿募集 

 
 会誌『古代アメリカ』第 12 号（2009 年 12 月発行予定）

に掲載する原稿を募集します。投稿希望者は、会誌に掲載

されている寄稿規定、執筆細目をよくお読みください。論

文原稿は、随時募集し、査読を終えたものから（原稿受領

後１～２ヵ月で査読終了予定）順次掲載する予定です。 

 投稿希望者は、編集委員会宛（下記佐藤宛）にメールま

たは郵便にてご連絡ください。編集委員会より、「投稿カ

ード」を配布致しますので、これを提出原稿に添付してく

ださい。 

 なお、原稿掲載の可否は、規定による査読結果を踏まえ

て、編集委員会が決定します。 

 

＊投稿に関する連絡先： 

佐藤悦夫 

〒930-1292 富山市東黒牧 65－1 

富山国際大学現代社会学部 

Tel：0 、Fax：

E-mail：

 
 

新入会員 
 

2009 年 2 月 1 日から 2009 年 7 月 22 日までの役員会（メ

ールを含む）で次の方々（以下、敬称略）の入会が承認さ

れました。会員数は現在 172 名となっております。 

 

・

・

・

 



 

 

大会のアナウンスと発表者募集 
 
 前号でもお伝えしましたとおり（「2008 年度総会議事

録」をご覧下さい）、2009 年度古代アメリカ学会総会な

らびに第 14 回研究大会は、2009 年 12 月 5 日 (土) 南

山大学・名古屋キャンパス・Ｂ２２教室において開催さ

れることが決定いたしました。今年度の研究大会でも、

昨年同様、研究発表、調査速報、ポスターセッションを

予定しております。発表時間ならびに発表内容は、以下

の通りです。なお、発表時間には、質疑応答（5 分間）

も含まれますので、ご注意ください。 

 

・研究発表：30 分間。 

・調査速報：20 分間。過去１年以内に実施された調査

の報告。 

・ ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン ： 研 究 大 会 会 場 の 外 で

A0(841×1189mm)版のポスター1 枚を用いて行う。 

 

 発表希望者は、研究発表、調査速報、ポスターセッシ

ョンのいずれを希望するかを記し、題名と要旨（400 字

程度）を事務局まで e-mail、または FAX でお送りくだ

さい。締め切りは、2009 年 10 月 1 日(木)です。なお当

日の発表時間は、発表者数により変更になることがござ

います。ご了承ください。 

 
事務局からのお知らせ 

 
１．会費納入のお願い 

 2008 年度までの会費が未納となっている方は、同封い

たしました振込用紙でお振込み下さい。古代アメリカ学会

は会員の皆様の年会費で運営されております。ご理解・ご

協力を賜りますようお願い申し上げます。なお、2007 年

度以前にさかのぼり、会費が未納となっている会員につき

ましては、会誌・会報の発送を見合わせております。 

 

２．会報への投稿募集 

 『会報』第 27 号への原稿を募集します。研究随想、研

究ノート、フィールドワーク便りなどテーマは自由で、字

数は 2000～3000 字程度です。締め切りは、5 月末日と 11

月末日の年 2 回となります。掲載の可否については、事務

局にご一任ください。 

 

３．会誌バックナンバー販売のお知らせ 

 『古代アメリカ』のバックナンバーを 1 冊 2000 円で販

売しております。購入をご希望の方は、ご希望の号数、冊

数を古代アメリカ研究会事務局までお知らせ下さい。会誌

と振込用紙をお送りいたします。なお、第３号は品切れと

なっております。また他に残部希少の号もございますので、

品切れの際はご容赦下さい。 

 

４．以下の会員の方々の転居先、及びメールアドレスが不

明となっております。転居先をご存じの方は、事務局

(jssaa@sa.rwx.jp)までお知らせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

 中南米の研究から遠ざかってかなりの月日がたち，ペル

ーを最後に訪れてからでも，早 2 年がたちます。今回，松

本 剛氏に投稿いただき，読ませていただきましたら，GIS

の研究をされているとのことでした。私が働いております

京都市文化財保護課（当時は埋蔵文化財調査センター）で

は，平成 12 年（2000）に GIS を利用した遺跡地図の作成

を行いました。私たちの場合は，研究成果の蓄積に重きを

置いたものではなく，当時何万件にも及ぶ土木工事に伴う

発掘調査の届出を都市計画図とリンクすることで，同じ場

所を誤って発掘調査を指導することのないように，また，

周辺の調査履歴から建物建築や開発行為をする場合に発

掘調査になる可能性がどれくらいあるのかを，相談者に答

えることを目的としていました。 

 GIS には様々な可能性があるのだなと改めて感心して

おります。ただ，私たちが GIS を作成した当時，調査団体

ごと，研究者ごとに調査目的や手法が大きく異なることか

ら，行政として求める情報が報告書に掲載されていない，

そもそも報告書自体が刊行されていない，刊行までに著し

く時間がかかる場合が多々あり，即断，即決を求められる
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私たちの立場（あくまで行政の立場として）では全く役に

立たない発掘調査が横行していたことも事実です。例えば

世界測地系の測量データがあっても敷地内の調査区位置

図がない，必要な断面図が掲載されていない等々の問題が

ありました。つまり，GIS に入力する必要な
．．．

データがない

という事態に陥りました。 

調査の実施に際しては，中南米各国で文化財保護に携わ

っている行政機関が必要とするデータの提示を最優先に

考えていただければ幸いです。また，日本の文化財保護法

に限らず，各国の法令においても「国民共有の財産」，「人

類の遺産」等の文言が書かれていると思いますので，発掘

調査成果は人類の過去を明らかにするための共有のデー

タであることを心の片隅に置いていただければ幸いです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（そもそも論文に著作権はあっても記録保存した遺跡で
．．．．．．．．．

ある
．．

発掘調査報告書に著作権は存在しないはず）。 

                 （馬瀬智光） 
 
発行  古代アメリカ学会 

 発行日 2009 年８月 日 
 編集  馬瀬智光 
 古代アメリカ学会事務局 

 〒565－8511 大阪府吹田市千里万博公園 10－1 
    国立民族学博物館  
 電話：  
Fax： 0  

 E-mail：jssaa@sa.rwx.jp 
 郵便振替口座：00180－1－358812 
 ホームページ URL  http://jssaa.rwx.jp/ 

 


